
科目名 自動制御 (　Automatic Control　)

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

前期 45 時間

担　当　教　員 【常勤】　講師　一田　啓介

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

制御とは、ある目的に適合するように対象となっているものに所要の操作を加え、目的を達成することで
ある。また制御は古くから水位制御や蒸気機関の制御等に使用されており、現在では自動車やロボット
にまで幅広く適用されている。本授業では、古典制御に基づく制御系設計手法を講義する。前期の到達
目標は、伝達関数、ブロック線図、時間応答、周波数応答、安定判別法を理解し、制御の基礎を習得す
ることである。
①制御系の物理現象を微分方程式で表現し、ラプラス変換と逆ラプラス変換を用いて計算できる。
②制御系の伝達関数を求め、その構成についてブロック線図を用いて表現できる。
③安定判別法を使い分け、基本的な安定判別ができる。

第5学年 機械工学科 学修 1 単位 必修 講義

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

制御系の物理現象を微
分方程式で表現し、シス
テムの入出力について
説明できる。

制御系の物理現象を微
分方程式で表現し、ラプ
ラス変換と逆ラプラス変
換を用いて計算できる。

ラプラス変換と逆ラプラ
ス変換を用いて基本的な
計算ができる。

ラプラス変換と逆ラプラ
ス変換を用いて基本的な
計算ができない。

学習・教育到達目標 （C）① JABEE基準１（２） (c)

到達目標
②

制御系の伝達関数につ
いてその入力を周波数
にした場合に、その応答
について適切に説明でき
る。

制御系の伝達関数を求
め、その構成についてブ
ロック線図を用いて表現
できる。

基本的な制御系の伝達
関数を求めることができ
る。

基本的な制御系の伝達
関数を求めることができ
ない。

到達目標
③

安定判別法を制御系に
適用し、安定から不安定
に至る現象について説
明できる。

複数の安定判別法を使
い分け、安定判別ができ
る。

安定判別を用いて基本
的な制御系の判別がで
きる。

安定判別を用いて基本
的な制御系の判別がで
きない。

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ○

総合評価割合 45 45 10

態度・志向性(人間力)
【主体性，自己管理力】

○

汎用的技能
【論理的思考力】

○ ○

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○ ○



関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 計測工学、微分方程式、応用数学

教科書 「機械系教科書シリーズ　自動制御」阪部、飯田著（コロナ社）

補助教材等

学　習　上　の　留　意　点

自動制御を学修するに当たっては、4年次までに習得した計測工学や微分方程式、応用数学の知識を用いることが必須とな
るので、受講前にはよく復習しておくこと。
自動車やロボットの制御を行うためには、制御対象の物理モデルを微分方程式で表現する必要がある。またそれを動かすた
めの制御器（コントローラ）も数学や物理の知識が必要となる。古典制御はその基本的な考え方を学ぶための入門編である
ので、しっかりと勉強してほしい。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

自動制御で行う授業の内容は、古典制御理論と呼ばれるものです。制御を知る上では少なくとも古典制御理論と現代制御理
論を勉強しておく必要があります。特に古典制御は古典と表現されていますが、これは1930年から1960年頃に確立されたも
ので、その代表でもあるPID制御は現在でも工場の制御システムとして多く使用されています。また現代制御は1960年から
1980年頃に確立されました。最近ではロボットの研究や開発が飛躍的に進み、テレビなどでロボットをよく目にします。ロボッ
トの製作方法は数多くありますが、複雑な構造のロボットほど動かし方（制御方法）は高度で、安全な動き（安定性）が要求さ
れます。そのようなロボットを製作し、制御するためには基本を理解しておく必要があるので、これを機にしっかりと勉強してく
ださい。
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授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

ガイダンス
はじめに

・シラバスから学習の意義、授業の進め方、評
価方法を理解できる。
・自動制御とは何かについて説明できる。

予習として教科書の1～
9ページを読み、概要を
把握しておくこと。
授業で取り上げた内容

授　業　の　明　細

ブロック線図 ・ブロック線図について説明できる。
・ブロック線図を描画できる。

予習として、教科書の
11～23ページを読み、
概要を把握しておくこ
と。

時間応答１ ・時間応答とその特性について説明できる。 予習として、教科書の
45～50ページを読み、
概要を把握しておくこ
と。

中　間　試　験

制御に必要な数学の基礎知識
ラプラス変換と逆ラプラス変換

・自動制御を学ぶための、数学的な基礎知識に
ついて説明できる。
・ラプラス変換と逆ラプラス変換の復習を行
い、制御との関連性について説明できる。

予習として、教科書の
11～23ページを読み、
概要を把握しておくこ
と。

伝達関数 ・伝達関数の定義についてと説明できる。
・ラプラス変換と逆ラプラス変換の復習を行
い、制御との関連性について説明できる。

予習として、教科書の
11～23ページを読み、
概要を把握しておくこ
と。

周波数応答 ・周波数応答とその図式表示法について説明で
きる。

予習として、教科書の
66～82ページを読み、
概要を把握しておくこ
と。

フィードバック制御の安定性
安定判別法

・フィードバック制御の安定性について説明で
きる。
・制御系の安定判別法について説明できる。

予習として、教科書の
90～113ページを読み、
概要を把握しておくこ
と。

試験返却・解答解説
時間応答２

・試験問題の解説を通じて間違った箇所を理解
できる。
・一次遅れ系と二次遅れ系について説明でき
る。

予習として、教科書の
50～64ページを読み、
概要を把握しておくこ
と。

総　学　習　時　間　数 45 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 30 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 15 時間

前期のまとめ ・前期で行った授業に関する演習問題を解くこ
とができる。

前期末試験

答案返却・解答解説
全体の学習事項のまとめ
授業改善アンケートの実施

・試験問題の解説を通じて間違った箇所を理解
できる。


